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[II-CSY4-2] 循環器内科医の薬の使い方～小児科医の使い方はここが気になる～
○杜 徳尚 (岡山大学 循環器内科)
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成人先天性心疾患患者の増加に伴い、移行期医療における薬物治療が注目されておいるが、こ
の領域は小児循環器医と成人循環器医で考え方の違いが表れやすい領域である。小児期では限
られたエビデンスや保険適応の制約もあり、慎重な用量設定や経験的な治療が選択されること
が少なくない。一方、成人診療では心不全治療薬や抗凝固療法、不整脈治療薬について、導入
や増量を積極的に行う場面が多い。本講演では、こうした薬剤使用の違いを整理し、Fontan循
環や体心室右室といった病態を踏まえながら、移行後に見えてくる課題を共有する。移行期に
おける治療の見直しの必要性について考えたい。
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